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（１）総会における議案について 

 

第１号議案 役員の改選について 

 
南信州地域交通問題協議会規約第９条第１項により改選を行う。 
 
 
令和元年～２年度南信州地域交通問題協議会役員（案）           〔敬称略〕 

役職名 所属名 氏 名 備 考 

会 長    

副会長    

監 事    

監 事    

 

（参考） 

平成 29 ～30年度南信州地域交通問題協議会役員              〔敬称略〕 

役職名 所属名 氏 名 備 考 

会 長 南信州広域連合 牧野 光朗 南信州広域連合長 

副会長 南信州広域連合議会 湊 猛 
総務・文教・消防 

検討委員 委員長 

監 事 飯田商工会議所 柴田 忠昭 会 頭 

監 事 
社会福祉法人 

飯田市社会福祉協議会 
中島 武津雄 会 長 
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第１号議案  役員の改選について 

 
南信州地域交通問題協議会規約第９条第１項により改選を行う。 
 
 
令和元年～２年度南信州地域交通問題協議会役員（案）            〔敬称略〕 

役職名 所属名 氏 名 備 考 

会 長 南信州広域連合 牧野 光朗 南信州広域連合長 

副会長 南信州広域連合議会 山崎 昌伸 
総務・文教・消防 

検討委員会 委員長 

監 事 
長野県商工会連合会 

南信州支部 
秦 和陽児 支部長 

監 事 
社会福祉法人 

飯田市社会福祉協議会 
中島 武津雄 会 長 

 

（参考） 

平成 29 ～30年度南信州地域交通問題協議会役員              〔敬称略〕 

役職名 所属名 氏 名 備 考 

会 長 南信州広域連合 牧野 光朗 南信州広域連合長 

副会長 南信州広域連合議会 湊 猛 
総務・文教・消防 

検討委員会 委員長 

監 事 飯田商工会議所 柴田 忠昭 会 頭 

監 事 
社会福祉法人 

飯田市社会福祉協議会 
中島 武津雄 会 長 

 

事務局案 
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第２号議案  平成 30 年度事業報告及び決算報告について 

 

１ 南信州公共交通システム認知度向上事業 

圏域住民に「南信州公共交通システム」を広く周知し、自家用車主体の生活様式から公共交通を 

 交通手段のひとつの選択肢と意識づけするための取り組みを行った。 

（１）広報誌の発行（２回） 43,270 部（全戸配布・一部組合回覧）／回 

ア 「のってみまいか公共交通№14 号（12 月号）」 

運転手のおもてなし向上研修会（10/20、25）及び「お仕事キッズタウン（9/16）」の実施報告 

イ 「のってみまいか公共交通№15 号（2月号）」 

新生活を迎える高校生や高齢者に対して、バス、乗合タクシー、飯田線の利用につなげる PR と 

市町村バスに関する情報提供 

 

（２）公共交通に関心をひきつけるイベントへの参画 【ベストミックス事業】 

家族連れが多く集まる「お仕事キッズタウン」において、バスガイド体験と乗り方教室の開催 

ア 開 催 日：平成 30 年 9 月 16 日（日） 

イ 場  所：かざこし子どもの森公園 

ウ 体験者数：200 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 情報発信事業  

来訪者を含めた利用しやすい公共交通への取り組み 

「南信州公共交通インフォメーション（南信州の公共交通ポータルサイト）」の管理運営を行い、 

 バス（高速バス含む）や飯田線の利便性向上につなげる情報提供に取り組んだ。 

 

ＵＲＬ http://kk.minami.nagano.jp/ 

 

 

乗り方教室 バスガイド体験 
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３ 既存公共交通の改善事業・利便性向上事業 

  公共交通をより利用しやすいものとするため、関係各機関と連携して改善や利便性向上を図った。 

（１）既存公共交通の運行見直しや乗り継ぎの改善 

4 月からのバス・飯田線のダイヤ変更によって乗り継ぎに支障を来たさないよう、広域バスとの接

続に関係する市町村、信南交通で情報交換・情報共有を行った。（12/7） 

 

（２）利用者に分りやすい案内表示等の整備 【ベストミックス事業】 

   ナンバリングの導入により、バスの方向幕や時刻表と連動させ利用する路線を明確に表示させる

ことで、はじめて利用する方や来訪者が安心して乗車することができる環境を整備した。 

☞ナンバリングカラーと連動したマグネット制作：飯田市、阿南町、喬木村、豊丘村の 12 路線 

 ※喬木村の新規路線以外は経年劣化による増刷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）運転手のおもてなし研修会の開催 

運転手に対する研修会を実施し、圏域全体の公共交通のサービスレベルの向上を図った。 

ア 開 催 日：平成 30 年 10 月 20 日（土）、25 日（木） 

イ 場  所：実地研修 

ウ 講習内容：信南交通による運行前の日常点検から安全運転まで指導研修  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運行前点検 運転における注意事項説明 

喬木村のコミュニティバス厚生病院線（新規） 
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（４）各関係機関の果たすべき役割に対し側面的支援または協働実施 

  ア 各地域公共交通会議への出席 

   ・飯田市地域公共交通改善市民会議（第 1回 6/28、第 2回 8/22、第 3回 2/6） 

    同駒場線部会（12/6）、同北部線部会（12/18） 

・下伊那南部地域公共交通対策協議会（総会 6/28） 

・西部コミュニティバスを守る会（総会 6/18） 

   ・喬木村地域公共交通会議 （第１回 6/12、第 2回 9/28、第 3回 12/11） 

イ 各地域公共交通会議（市町村）と協働し利用促進・利用転換事業の推進を行った。 

   ・高森町の福祉バスのあり方と今後の町の公共交通についての検討にかかる支援 

   ・下伊那南部地域公共交通対策協議会（南部公共バス）の貨客混載にかかる支援 

  

４ 利用促進事業 

  対象者ごとに利用促進事業を実施した。 

（１）中学生に対するＪＲ飯田線及びバスの乗り方 

教室を実施した。 

   

 3/11 大鹿中学校 3年生及び教員(７名) 

 

 

（２）新入生（高校生新１年生）に対する公共交通利用啓発活動 

飯田下伊那 8高校の入学オリエンテーションの際に公共交通の利用を呼び掛けるチラシを配布 

（配布枚数 1,560 枚） 

 

（３）乗り方パンフレットの作成 【ベストミックス事業】 

   バスの利用促進を図るため、中高生と高齢者の対象別にパンフレットを制作した。（各 5,000 部）

バスの乗り方、乗車マナー、メリット等について興味や関心を持ってもらい、バスを身近に感じ

てもらえるようコミック風に仕上げた。このツールは乗り方教室等で活用していく。 

 

５ 利用転換事業 

  公共交通の利用のきっかけとして、年末年始の新・忘年会の飲酒が多くなる時期を一つの機会とし

て捉え、ＪＲ飯田線を含めた公共交通の利用促進・利用転換を図るため、「のってみまいか公共交通

№14 号（12 月号）」の中で利用を呼び掛けた。 

 

６ リニア中央新幹線開業を見据えた二次交通の研究・検討事業 【ベストミックス事業】 

高森町、喬木村が運行している地域交通の利用者実態等（アンケート調査）を把握し、路線の課題

整理を行い、各自治体の地域交通の見直しを立案した。 
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（平成３０年度決算報告について） 

収入金額
支出金額
差引残額

（単位：円）

予算額 決算額 比較増減

2,595,000 2,595,000 0

0 0 0

1,500,000 1,500,000 0

1,337,949 1,337,949 0

1,500,000 1,500,000 0

51 30 △ 21

6,933,000 6,932,979 △ 21

（単位：円）

予算額 決算額 不用額

215,000 232,538 △ 17,538

報償費 124,000 140,700 △ 16,700

旅費 91,000 91,838 △ 838

30,000 14,324 15,676

消耗品費 30,000 14,324 15,676

254,000 209,649 44,351

通信運搬費 244,000 209,649 34,351

使用料 10,000 0 10,000

3,634,000 3,203,768 430,232

2,800,000 2,800,000 0

0 0 0

6,933,000 6,460,279 472,721

差引残高 472,700 円 は次年度に繰り越します。

事業費

返還金

予備費

計

役務費

負担金

国庫補助金

県補助金

繰越金

借入金

諸収入

計

（支出の部）

科　目

運営費

需用費

科　目

平成30年度　南信州地域交通問題協議会　決算

（収入の部）

備　考

6,932,979 円
6,460,279 円
472,700 円

南信州広域連合負担金

計画推進事業（H29補助期間終了）

地域交通ベストミックス構築事業（2年目）

H29年度繰越金

南信州広域連合貸付金

利息

備　考

委員等報償費

委員等旅費、職員旅費

消耗品

振込手数料
通信運搬費（アンケート調査にかかる費用について
ベストミックス補助対象事業）

南信州広域連合貸付金 1,500,000
H29繰越金　1,300,000

１ 南信州公共交通ｼｽﾃﾑ認知度向上事業※

43,200円

２ 情報提供事業

330,000円

３ 改善事業・利便性向上事業※

160,920円

４ 利用促進事業※・ ５ 利用転換事業※

492,800円

６ 二次交通研究・検討事業※

2,176,848円

※ベストミックス補助対象事業
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- 7 - 
 

第３号議案  令和元年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

 

１ 南信州公共交通システム認知度向上事業 

圏域住民に「南信州公共交通システム」を広く周知し、自家用車主体の生活様式から、公共交通

を交通手段のひとつの選択肢と意識付けするための取り組みを行う。 

（１）広報誌の発行により認知度向上（年度内２回予定） 

 南信州広域連合発行の広報誌の中に『のってみまいか公共交通）』を掲載し、公共交通利用への

関心を高める。 

（２）イベントと連携した公共交通の認知度向上 

さまざまな層をターゲットとしたイベントに参画し、公共交通への意識や関心を持ってもらう機

会をつくる。（お仕事キッズタウンへの参画等） 

  

２ 情報発信事業 

・Ｗｅｂサイト「南信州公共交通インフォメーション」の管理運営 

圏域の公共交通に関する情報や利用者にとって分かりやすい路線図・時刻表（目的別時刻表等）

をインターネット上で提供し、来訪者を含めた利用者の利便性向上につなげる。 

 

３ 既存公共交通の改善事業・利便性向上事業 

   公共交通をより利用しやすいものとするため、当圏域における関係各機関と連携し改善と利便性

の向上を図る。 

（１）関係機関と連携した公共交通の改善・利便性向上 

・名古屋大学等と連携し利用促進・利用転換につながる事業の検討を行う。 

・各関係機関との情報交換等の実施により、既存公共交通の運行見直しや乗り継ぎの改善を図る。 

（２）関係機関の果たすべき役割に対し側面的支援または協働の実施 

 

４ 利用促進事業・利用転換事業 

対象者ごとに利用促進事業、利用転換事業を実施し利用者拡大を図る。 

・中学生、高校生、高齢者等にバスの乗り方教室を開催し、利用者の拡大を図る。 

・ＪＲ飯田線を含めた公共交通の利用転換事業を図る。 

 

５ リニア中央新幹線開業を見据えた二次交通の研究・検討事業 【ベストミックス事業】 

・H29、30 年度に実施した北部５町村の利用者実態等の調査を踏まえ、路線の課題を整理した。今

年度、生活交通の利便性向上と観光交流活性化の両面から結節拠点を含めた、北部５町村にとっ

て最適な公共交通の提案を行う。 

 

６ 持続可能な公共交通にかかる調査事業 新規 【ベストミックス事業】 

 ・当地域における公共交通のあり方に資する調査に取り組む。路線定期運行以外の運行の導入によ

るメリット、デメリット、簡易収支分析を行うとともに、現在一部の市町村で実施している区域

運行の利用状況の整理とその改善案を検討する。 
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（令和元年度収支予算（案）について） 

 

 

 
収入金額

支出金額

差引残額

（単位：円）

R1予算 H30予算 比較増減 備　考

2,262,000 2,595,000 △ 333,000 南信州広域連合負担金

1,400,000 1,500,000 △ 100,000 地域交通ベストミックス構築事業

472,700 1,337,949 △ 865,249 H30年度繰越金

1,400,000 1,500,000 △ 100,000 南信州広域連合貸付金

300 51 249

5,535,000 6,933,000 △ 1,398,000

（単位：円）

R1予算 H30予算 比較増減 備　考

437,000 215,000 222,000

報償費 248,000 124,000 124,000 委員等報償費

旅費 189,000 91,000 98,000 講師・委員等旅費

15,000 30,000 △ 15,000

消耗品費 15,000 30,000 △ 15,000 消耗品

60,000 254,000 △ 194,000

通信運搬費 50,000 244,000 △ 194,000 通信運搬費、振込手数料

使用料 10,000 10,000 0 高速道路使用料等

3,623,000 3,634,000 △ 11,000

１　南信州公共交通ｼｽﾃﾑ認知度向上事業　 50千円

２　情報提供事業                      350千円
 
３　改善事業・利便性向上事業  　　　　130千円

４　利用促進事業・利用転換事業　　    250千円

５　二次交通研究・検討事業※　 　　　1,392千円

６　持続可能調査事業※　　　　　　 　1,451千円

※ベストミックス補助対象事業

1,400,000 2,800,000 △ 1,400,000 南信州広域連合貸付金 1,400千円

5,535,000 6,933,000 △ 1,398,000

役務費

事業費

借入金

諸収入

計

返還金

計

予算の執行上必要があるときは、科目間の流用ができるものとする。

（支出）

科　目

運営費

需用費

令和元年度　南信州地域交通問題協議会　収支予算（案）

5,535,000 円
5,535,000 円

0 円

（収入）

科　目

負担金

県補助金

繰越金
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－1－ 

 

地域交通ベストミックス構築事業について 

 

南信州地域交通ベストミックスプロジェクト会議（バス事業者・タクシー協会・市町村）を開

催し、当該事業にかかる協議（事業実施前）と報告（事業実施後）を行っている。 

 

１ 県補助事業の概要 

バス・デマンド交通など地域交通の最適化を推進する取組に対する補助金の交付 

下記のア～ウに該当する経費に対する補助金 

ア 地域交通に関する調査等  イ 実証運行・改善等  ウ ＩＣＴの活用・利用促進等 

補助率：１／２以内 補助期間：最大３年間 補助額：380 万円以内（連続する３年間の総額） 

               （H29～R1） 

２ 平成 29・30 年度の取組み 

  南信州地域公共交通網形成計画の中で、リニア中央新幹線開業を見据えた新たな公共交通網

の基盤づくりを位置付けており、当該補助事業を活用した二次交通の検討等を行った。 

 ①北部 5町村の公共交通再編支援業務（委託事業者：特定非営利活動法人ＳＣＯＰ） 

2027年のリニア中央新幹線の開業を見据えて、北部ブロック（H29:松川町、豊丘村、大鹿村

H30:高森町、喬木村）における運行再編も視野に入れた既存公共交通の利用実態調査 

②利用促進につながるソフト整備の研究・検討 

作業部会として運行事業者ワーキングチーム（バス事業者・タクシー事業者・南信州観光公

社・市町村）を設置し、生活交通や観光交通（二次交通）にかかる研究・検討を行った。 

③利便性向上につながるハード整備の検討・実施 

ア ナンバリングカラーと連動したマグネットプレートの作成（H29：まつかわﾌﾙｰﾂﾊﾞｽ、 

天龍村営バス、大鹿線 H30：市民バス、阿南線、喬木村ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ、豊丘村営バス） 

イ 行先 LED 表示の作成（H29：伊那バス車両：まつかわﾌﾙｰﾂﾊﾞｽ、大鹿線） 

 

３ 令和元年度（３年目：最終年度）の取組み 

①北部 5町村の公共交通再編支援業務（委託事業者：特定非営利活動法人ＳＣＯＰ） 

H29、30 年度は地域交通の利用実態等（アンケート調査、ヒアリング、乗降データ集計等）

による既存の地域交通の見直しを立案した。今年度は総括として、北部 5町村にとって最適

なものとなるよう、地域公共交通再編の提案を行う。 

②南信州に合った運行態様のあり方研究（委託事業者（予定）：合同会社おでかけカンパニー） 

当地域における公共交通のあり方に資する調査に取り組む。路線定期運行以外の運行の導入

によるメリット、デメリット、簡易収支分析を行うとともに、現在一部の市町村で実施して

いる区域運行（乗合タクシー）の利用状況の整理とその改善案を検討する。 

③利用促進につながるソフト整備の研究及び利便性向上につながるハード整備の検討・実施 

運行事業者ワーキングチームにおいて、生活交通や観光交通（二次交通）にかかる研究・検

討を行う。（ソフト＆ハード整備の研究・検討も含む） 

 

４ 成果 

この取り組みを通じて、持続可能な公共交通の研究・検討に資する体制（ベストミックスプ

ロジェクト及び運行事業者ワーキングチーム）が構築でき、運行事業者との連携が生まれた。 

資料１ 
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ア H30年度 運行事業者ワーキングチーム（作業部会）の報告 

  

 地域交通ベストミックス構築事業を検討する運行事業者ワーキングチームにおいて、「生活交通」

と「観光交通（二次交通・三次交通）」の２つのグループに分かれ、協議を行った。 

WT：第 1回 H30.9/13、第 2回 H30.11/1、第 3回 H31.2/4 計 3回開催 

（PJ会議：第 1回 H30.7/20、第 2回 H31.3/13 計 2回開催） 

 

＜生活交通グループ＞ 

持続可能な地域交通を構築する取り組みについて協議を行い、下記のような方向性に至った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☞地域交通に関する課題や感じていることが言える場づくりの構築につながった。具体的な検討

に至らなかったものの、全体で利用者を増やしていく取り組みの必要性を認識し、共有できた。

引き続き、利用促進や利便性の向上につながる取り組み（ソフト・ハード整備）の検討を進め

ていく。 

 

＜観光交通グループ＞ 

リニア開通に向けた来訪者の足（二次交通・三次交通）について協議を行い、下記のような 

方向性に至った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光交通グループにおいて一定の結論が確認できたため、今年度はラストワンマイルの具体

的な観光交通のコースづくりについて進めていく。観光セクションの担当者が関わることにな

ればメンバーの見直しを行う必要があり、今後の進め方も含め、観光地域づくりの舵取り役を

担う南信州観光公社と調整し進めていく。 

 

 

 

・現状の公共交通は交通不便者（高校生、高齢者）の足の確保を目的としており、現行のダイヤ、

本数、車両の大きさ等から、来訪者の足にはなりにくい。既存の広域バスや市町村バスを活用す

るのではなく、観光タクシー（バス）として研究・検討を進めるほうが現実的である。 

・リニアを見据えた観光交通の検討は、観光地域づくりや広域観光の視点を持つ地域連携 DMO であ

る南信州観光公社の存在が不可欠と考える。また、旅行者の目的地の設定には市町村の観光担当

者が入った会議でコースづくり等を進めることが望ましいため、今後は南信州観光公社の取り組

みにも位置づけ検討していきたい。 

・市町村の地域交通担当者は、住民の足を確保することの重要性は認識しつつも、その取り組みや

意欲に差がみられる。利用者増につながる取り組みを行っている市町村はあるものの、少子高齢

化や免許保有年齢の上昇等の影響により高校生や高齢者の利用実人数は減少しており、解決策を

見出せていない。 

・H29年度、喬木村が取り組んだ村在住の新高校生（当時中学 3年生）の保護者に対する説明会を

実施したところ、利用者数と定期券販売の増につながった。今後、このような取り組みを各市町

村、運行事業者と連携し取り組んでいきたい。 
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イ 伊那谷自治体会議と関連した二次交通の検討の進め方について 

 

伊那谷自治体会議においてリニア中央新幹線の開通を見据え、下記のとおり整理がなされて

いる。 

 

 

 

 

 

県は二次交通を広域的課題として認識しているが、当地域として県に対してどのような二次

交通を望むか等の全体像や方向性を示す必要がある。どのように要望していくかも含めて、広

域連合の中の専門部会において、下記の検討を行う。 

 

 専門部会で検討する事項 

(1)南信州の二次交通（三次交通）のあり方について 

 観光交通について検討組織で基本的な考え方を検討する。具体的には、来訪者をリニア中央

新幹線長野県駅から結節点（二次交通）までどのように（車両の大きさ、走らせる時間帯、

運行主体等）移動させるか、結節点をどの観点で設定するか等。 

(2)交通事業者の維持確保について 

交通事業者の運転手不足が深刻な状況にあり、当該専門部会で併せて研究・検討する。 

 

 

 

＜伊那谷自治体会議の方向性＞ 

リニア中央新幹線長野県駅から地域の交通結節点までの高速道路を含む二次交通を広域的課題とし

て長野県が検討し、それ以降の三次交通（ラストワンマイル）は地域課題として各市町村が検討する。 
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平成30年度　公共交通利用実績（輸送人員）
H30年4月～H31年3月

（単位：人）

H30 H29

4月～3月 4月～3月 増減数 前年対比

基 幹 駒場線 230,558 231,998 △ 1,440 99.4%

〃 阿島線 24,945 21,453 3,492 116.3%

〃
阿南線（阿南～飯田）
※温田線含む

38,013 39,598 △ 1,585 96.0%

准基幹 遠山郷線 16,539 15,692 847 105.4%

〃 平岡線（路線バス） 1,548 1,761 △ 213 87.9%

〃
市民バス循環線
（右回り、左回り）

81,870 81,102 768 100.9%

〃 西部コミュニティバス 11,492 14,413 △ 2,921 79.7%

〃 大鹿線 8,293 7,913 380 104.8%

〃 上市田線 併 2,804 2,248 556 124.7%

〃 平岡線 ✅ 3,472 3,420 52 101.5%

支線 市民バス大休線 3,453 4,255 △ 802 81.2%

〃 市民バス千代線 2,439 1,911 528 127.6%

〃 市民バス久堅線 2,395 2,506 △ 111 95.6%

〃 市民バス三穂線 5,112 4,037 1,075 126.6%

〃 上片桐循環線 8,236 9,047 △ 811 91.0%

〃 大島循環線 3,360 3,759 △ 399 89.4%

〃 生田循環線 5,315 5,804 △ 489 91.6%

〃 生田線 7,086 7,938 △ 852 89.3%

〃 部奈線 7,894 7,286 608 108.3%

〃 泰阜線 ― 224 ― ―

〃 阿南町民バス 4,062 4,501 △ 439 90.2%

〃 伍和・智里東 5,018 5,348 △ 330 93.8%

〃 春日・智里西 3,540 4,432 △ 892 79.9%

〃 清内路巡回 8,075 8,513 △ 438 94.9%

〃 浪合巡回 2,243 2,391 △ 148 93.8%

〃 天龍村営バス 3,197 3,127 70 102.2%

〃 氏乗線 2,701 3,265 △ 564 82.7%

〃 喬木大島線 2,257 2,346 △ 89 96.2%

〃 コミュニティバス阿島線 1,338 1,834 △ 496 73.0%

〃 コミュニティバス伊久間線 1,472 1,503 △ 31 97.9%

〃 コミュニティバス厚生病院線 93 ― ― ―

比　較
路線体系 路線名

デ
マ
ン
ド

資料２ 
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H30 H29

4月～3月 4月～3月 増減数 前年対比

比　較
路線体系 路線名

デ
マ
ン
ド

支線 堀越線 1,918 1,628 290 117.8%

〃 佐原線 1,460 1,208 252 120.9%

〃 壬生沢線 1,163 346 817 336.1%

〃 福島線 222 67 155 331.3%

〃 壬生沢福島線 667 353 314 189.0%

〃 滝川阿島北県道線 2,508 2,310 198 108.6%

〃 かざこし線 ✅ 2,056 2,231 △ 175 92.2%

〃 三穂線 ✅ 2,581 2,830 △ 249 91.2%

〃 川路線 ✅ 1,128 1,459 △ 331 77.3%

〃 竜東線 ✅ 7,075 7,278 △ 203 97.2%

〃 遠山郷線 ✅ 434 440 △ 6 98.6%

〃 上村線 ✅ 154 138 16 111.6%

〃 下栗線 ✅ 274 232 42 118.1%

〃 須沢線 ✅ 70 103 △ 33 68.0%

〃 上島線 ✅ 4 2 2 200.0%

〃 八重河内線 ✅ 540 1,003 △ 463 53.8%

〃 阿智村乗合タクシー ✅ 817 ― ― ―

521,891 525,253 △ 3,362 99.4%

併：デマンド（一部定時路線）　　✅：デマンド

利用者数　合計

 256,162   275,284   297,190   298,898   293,049   293,516  

 130,628   133,317   134,864   126,738   126,549   126,018  

 -

 100,000

 200,000

 300,000

 400,000

 500,000

Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 

基幹・准基幹の利用者実績（H25～30年度） 

基幹 准基幹 

（単位：人）

路線体系 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度

基幹 256,162 275,284 297,190 298,898 293,049 293,516 

准基幹 130,628 133,317 134,864 126,738 126,549 126,018 

基幹＋准基幹 386,790 408,601 432,054 425,636 419,598 419,534 
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南信州地域交通問題協議会規約 
 
 
 

第１章 総則 
（名称） 

第１条 この協議会は、南信州地域交通問題協議会（以下「協議会」という。）という。 
 
 （事務所） 
第２条 協議会は、事務所を長野県飯田市追手町２丁目６７８番地に置く。 
 
 （目的） 
第３条 協議会は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成２６年１１月施行

法律第４１号。以下「法」という。）第６条第１項の規定に基づき、地域公共交通網形

成計画（以下「網形成計画」という。）の作成に関する協議及び網形成計画の実施に係

る連絡調整を行うために設置する。 

 
 （事業） 
第４条 協議会は、第３条の目的を達成するため、次の業務を行う。 

(1) 地域公共交通総合連携計画（以下「連携計画」という。）の実施に係る連絡調整に

関すること。 

(2) 連携計画に位置づけられた事業の実施に関すること。 

(3) 網形成計画の策定支援及び変更の協議に関すること。 

(4) 網形成計画の実施に係る連絡調整に関すること。 

(5) 網形成計画に位置づけられた事業の実施に関すること。 

(6)地域公共交通再編実施計画（以下「再編実施計画」という。）の策定支援及び変更

の協議に関すること。 

(7) 再編実施計画の実施に係る連絡調整に関すること。 

(8) 再編実施計画に位置づけられた事業の実施に関すること。 

(9) 前 8号に掲げるもののほか、当協議会の目的を達成するために必要と認めること。 

 
 

第２章 会員等 
（協議会の会員） 

第５条 協議会は、次の各号に掲げるものをもって組織する。 
  (1) 市町村 
 (2) 公共交通事業者 
 (3) 道路管理者 
 (4) 公安委員会 
 (5) 地域公共交通の利用者 
 (6) 学識経験者 
 (7) その他必要と認める者 
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（届出） 
第６条 会員は、その氏名及び住所（会員が団体の場合については、その名称、所在地及

び代表者の氏名）に変更があったときは、遅滞なく協議会にその旨を届け出なければな

らない。 
 
 

第３章 役員等 
（役員の定数及び選任） 

第７条 協議会に次の役員を置く。 
(1)  会 長 １名 
(2)  副会長 １名 
(3)  監 事 ２名 

２ 前項の役員は、第５条の会員の中から総会において選任する。 
３ 会長、副会長及び監事は、相互に兼ねることはできない。 
 

（役員の職務） 
第８条 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 
２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代理し、会長が欠けた

ときはその職務を行う。 
３ 監事は、次の各号に掲げる業務を行う。 

(1) 協議会の業務執行及び会計の状況を監査すること。 
(2) 前号において不整な事実を発見したときは、これを総会に報告すること。 
(3) 前号の報告をするために必要があるときは、総会を招集すること。 

 
（役員の任期） 

第９条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 
２ 補欠又は増員による任期は、前任者又は現任者の残任期間とする。 
 

（任期満了又は辞任の場合） 
第１０条 役員は、その任期が満了し、又は辞任により退任しても、後任の役員が就任す

るまでの間は、なおその職務を行うものとする。 
 

（役員の解任） 
第１１条 協議会は、役員が次の各号のいずれかに該当するときは、総会の議決を経て、

その役員を解任することができる。この場合において、協議会は、その総会の開催の日

の１０日前までに、その役員に対し、その旨を書面をもって通知し、かつ、議決の前に

弁明する機会を与えるものとする。 
(1) 心身の故障のため、職務の執行に堪えないと認められるとき。 
(2) 職務上の義務違反その他役員たるにふさわしくない非行があったとき。 

 
（役員の報酬） 

第１２条 役員には、別途定めるところにより、報酬を支払うことができる。 
２ 役員には、費用を弁償することができる。 
３ 前２項に関し必要な事項は、会長が別に定める。 
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第４章 総会 
（総会の種別等） 

第１３条 協議会の総会は、通常総会及び臨時総会とする。 
２ 総会の議長は、総会において出席会員のうちから選出する。 
３ 通常総会は、毎年１回以上開催する。 
４ 臨時総会は、次に掲げる場合に開催する。 

(1) 会員現在数の３分の１以上から会議の目的たる事項を示した書面により請求があ

ったとき。 
(2) 第８条第３項第３号の規定により監事が招集したとき。 
(3) その他会長が必要と認めたとき。 

 
（総会の招集） 

第１４条 前条第４項第１号の規定により請求があったときは、会長は総会を招集しなけ

ればならない。 
２ 総会の招集は、少なくともその開催の７日前までに、会議の日時、場所、目的及び審

議事項を記載した書面をもって会員に通知しなければならない。 
 

（総会の議決方法等） 
第１５条 総会は、会員現在数の過半数の出席がなければ開くことができない。 
２ 会員は、総会において、各１個の議決権を有する。 
３ 総会においては、前条第２項によりあらかじめ通知された事項についてのみ議決する

ことができる。ただし、緊急を要する事項については、この限りでない。 
４ 総会の議事は、出席者の議決権の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。この場合において議長は、議決に加わる権利を有しない。 
 

（総会の権能） 
第１６条 総会は、この規約において別に定めるもののほか、次の各号に掲げる事項を議

決する。 
(1) 事業計画及び収支予算の設定又は変更に関すること。 
(2) 事業報告及び収支決算に関すること。 
(3) 協議会規約、諸規程の制定及び改廃に関すること。 
(4) 規約第４条各号に関すること。 
(5) その他協議会の運営に関する重要な事項。 

 
（書面又は代理人による表決） 

第１７条 やむを得ない理由により総会に出席できない会員は、あらかじめ通知された事

項につき、書面又は代理人をもって議決権を行使することができる。 
２ 前項の書面は、総会の開催の日の前日までに協議会に到着しないときは、無効とする。 
３ 第１項の代理人は、代理権を証する書面を協議会に提出しなければならない。 
４ 第 15条第１項及び第４項の規定の適用については、第１項の規定により議決権を行

使した者は、総会に出席したものとみなす。 
 
 (協議結果の尊重義務) 
第１８条 総会で協議が整った事項については、協議会の構成員はその協議結果を尊重し

なければならない。 
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（議事録） 
第１９条 総会の議事については、議事録を作成しなければならない。 
２ 議事録は、少なくとも次の各号に掲げる事項を記載する。 

(1) 開催日時及び開催場所 
(2) 会員の現在数、当該総会に出席した会員数、第 17条第４項により当該総会に出席

したと見なされた者の数及び当該総会に出席した会員の氏名 
(3) 議案 
(4) 議事の経過の概要及びその結果 
(5) 議事録署名人の選任に関する事項 

３ 議事録は、議長及び当該総会に出席した会員のうちからその総会において選任された

議事録署名人２名以上が記名押印しなければならない。 
４ 議事録は、第２条の事務所に備え付けておかなければならない。 
 
 

第５章 幹事会 
(幹事会の構成等) 

第２０条 協議会の業務を円滑に行うため、幹事会を置く。 
２ 幹事会の組織は会長が別に定める。 
３ 幹事の中から幹事長を互選する。 
４ 幹事会は、必要に応じ幹事長が招集する。 
 
 (幹事会の権能) 
第２１条 次の各号に掲げる事項は、幹事会において協議する。 

(1)総会に付議すべき事項に関すること。 
(2)総会の議決した事項の執行に関すること。 
(3)その他幹事会において必要と認めた事項に関すること。 

２ 幹事会において、前項第１号にあっては総会開催の直前に、第２号及び第３号にあっ

ては必要に応じて協議する。 
 
 

第６章 部会 
(部会の設置) 

第２２条 第４条各号に掲げる事項についての検討又は協議を行うため、必要に応じ協議

会に部会をおくことができる。 

２ 部会の組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。 
 
 

第７章 事務局 
（事務局） 

第２３条 総会の決定に基づき協議会の業務を執行するため、事務局を置く。 
２ 事務局は南信州広域連合事務局内に置く。 
３ 協議会は業務の適正な執行のため、事務局長を置く。 
４ 事務局長は、会長が任命する。 
５ 協議会の庶務は、事務局長が総括し処理する。 
 

（業務の執行） 
第２４条 協議会の業務の執行の方法については、この規約で定めるもののほか、次の各
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号に掲げる規程による。 
(1) 事務処理規程 
(2) 財務規程 

 
（書類及び帳簿の備付け） 

第２５条 協議会は、第２条の事務所に次の各号に掲げる書類及び帳簿を備え付けておか

なければならない。 
(1) 協議会規約及び前条各号に掲げる規程 
(2) 役員等の氏名及び住所を記載した書面 
(3) 収入及び支出に関する証拠書類及び帳簿 
(4) その他前条各号に掲げる規程に基づく書類及び帳簿 

 
 

第８章 会計 
（事業年度） 

第２６条 協議会の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 
 

（資金） 
第２７条 協議会の資金は、次の各号に掲げるものとする。 

(1) 会員からの負担金 
(2) 国からの補助金  
(3) その他の収入 

 
（資金の取扱い） 

第２８条 協議会の資金の取扱方法は、財務規程で定める。 
 

（事務経費支弁の方法等） 
第２９条 協議会の事務に要する経費は、第 27条の資金をもって充てる。 
 

（収支予算） 
第３０条 協議会の事業計画及び収支予算は、会長が作成し、幹事会の承認を得た後、事

業開始前に総会の議決を得なければならない。 
 

（監査等） 
第３１条 会長は、毎事業年度終了後、次の各号に掲げる書類を作成し、通常総会の開催

の日の１０日前までに監事に提出して、その監査を受けなければならない。 
(1) 事業報告書 
(2) 収支計算書 
(3) 財産目録 
 

２ 監事は、前項の書類を受領したときは、これを監査し、監査報告書を作成して会長に

報告するとともに、会長はその監査報告書を総会に提出しなければならない。 
３ 会長は、第１項各号に掲げる書類及び前項の監査報告書について、総会の承認を得た

後、これを第２条の事務所に備え付けておかなければならない。 
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第９章 協議会規約等の変更、協議会が解散した場合の措置 
（規約の変更） 

第３２条 この規約を変更する場合には、総会の承認を経るものとする。 
 

（協議会が解散した場合の措置） 
第３３条 協議会が解散した場合には、協議会の収支は、解散の日をもって打ち切り、 会

長であった者がこれを決算する。  
 
 

第１０章 雑則 
（細則） 

第３４条 この規約に定めるもののほか、協議会の事務の運営上必要な細則は会長が別 

に定める。 
 

附 則 
１ この規約は、平成２０年３月２５日から施行する。 
２ 協議会の設立初年度の役員の選任については、その任期については、第９条第１項の

規定にかかわらず、平成２２年３月３１日までとする。ただし、再任を妨げない。 
３ 協議会の設立初年度の会計年度については、第 25条の規定にかかわらず、この規約

の施行の日から平成２１年３月３１日までとする。 

４ この規約は、平成２４年５月２１日から施行する。 

５ この規約は、平成２７年３月９日から施行する。 
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バスを使った「運転手のおもてなし向上研修」を行いました！！

「南信州お仕事キッズタウン」に参画しました！

年末年始は「JR飯田線を利用しよう」

　10月20日㈯、25日㈭に「運転手のおもてなし向上研修」を開催しました。
　南信州地域交通問題協議会では、地域住民はもとより、県内外のみなさ
まに安全・安心で公共交通（バスや乗合タクシー）を利用していただくた
めに、毎年運転手さんと事業主体である市町村職員を対象とした“おもてな
し”向上研修を行っています。

　今回は現場研修として、信南
交通株式会社の取締役サポートチーム部長の佐々木さんとベテラン乗務員
の伊藤さんに協力をいただき、バス車両を用いた研修を実施しました。
　はじめに、日常点検（運転前点検）を行いました。一日一回、運転手本
人による運行前点検を義務付けられており、大切なお客様を安全に輸送す
るための健康診断です。点検内容はタイヤの空気圧や亀裂破損、エンジン
ルーム内のオイル漏れや水漏れ、車内の降車合図灯、整理券機作動など数
多くの項目があり、丁寧かつ確実に行うよう指導していました。

　日常点検の後は、参加者全員がバスに乗車し、車内アナウンスの仕方や
タイミング、バス停での乗降後の発車のタイミングといった、基本的な指
導からお客様への気遣いに至るまで、指導をしていただきました。日頃か
ら運転手さんにとっては基本的なことですが、「運行前点検や他の運行業者
さんの運行状況を見ることができ新鮮だった」、「安全運手を心掛け、乗車
しているお客さんに対しての配慮がとても素晴らしかった。また乗りたい
と思う対応でした」など、今後の運行につながる前向きな意見を聞くこと
ができました。これからも地域から必要とされる公共交通となるよう、安全・
安心な運行に務めてまいります。

　9月16日㈰、南信州青少年育成プロジェクト主催事業「お仕事キッズタウ
ン」に出展し、200名を超える子どもたちが当ブースを訪れてくれました。
女の子は制服に着替えてバスガイドのお
仕事体験、男の子はバスの運転席に座り
運転手気分が味わえる体験。また、今年
は昨年制作したラッピングバスを使って
「乗り方教室」を行いました。子どもた
ちの笑顔に包まれた楽しいイベントで、
あっという間の一日でした。
　「南信州お仕事キッズタウン」に来て
くれた子どもたちが、将来この地域のバ
スガイドさんや運転手さんになって活躍
してくれることを期待しています！

　年末年始のお酒を飲む機会に、JR飯田線を利用しましょう。
運動不足の解消や環境問題を考えるきっかけとして公共交通を
利用してみませんか！

南信州公共交通システム広報誌 No.14



南信州広域だより VOL.79 2019.2
南信州広域連合　飯田市追手町2丁目678（長野県飯田合同庁舎内)
TEL 0265-53-7100 FAX 0265-53-7155 URL http://minami.nagano.jp/

南信州の観光・移住定住情報は「南信州ナビ」へ  http://msnav.com/

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用
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南信州広域連合 南信州ナビ

小学生以上同額 未就学児無料 身障者等半額　村在住の高校生無料大　鹿　村 大鹿村バス －

－ －

距離従量制  上限500円 ○敬老のみ

中学生以下、障がい認定対象者は無料
65歳以上　申請により無料（乗降無料パス発行）豊　丘　村 豊丘村営バス 一律100円 

－ －
同一村内は100円　小学生半額、未就学児は保護者１名につき、
１名無料 割引証明者は無料　3歳児未満無料 たかぎコミュニティバス 一律200円　（一区間100円） 

－ －
同一村内は100円　小学生半額、未就学児は保護者１名につき、
１名無料　割引証明者は無料喬　木　村 

喬木村民バス エリア制　上限300円

○
中学生以下、70歳以上は半額　未就学児は随伴者（12歳以上
の者）１名につき、2名無料　温泉利用者減免あり天　龍　村 天龍村営バス 距離従量制 上限300円

○ ○ 同一村内は100円根羽村・平谷村・阿智村 西部コミュニティバス 一律200円

－ ○ 中学生以下は無料阿　智　村 阿智村バス 一律100円

定期券 回数券 備　　　　　　考市 町 村 名 バ　ス　名 運　　賃

－ ○阿　南　村 阿南町民バス 一律100円

○阿南町・下條村・売木
村・泰阜村・天龍村

南部公共バス
阿南線・温田線 エリア制　上限600円 －

○松　川　町 まつかわフルーツバス 一律200円 ○
（通学）

小・中・高校生は100円　未就学児、対象地域から小・中学校
への通学者、身体障がい者等手帳所持者、障がい者福祉施設に
通所の方、要支援・要介護認定の方、65歳以上の方は無料

小学生以下、割引証明者（障がい者等）は半額
未就学児は保護者１名につき、１名無料飯　田　市 広域バス・市民バス

・乗合タクシー
エリア制（路線によっ
て上限が異なります）

○
（通学・通勤） ○

●バスの情報は、南信州公共交
通インフォメー
ションでご確認
ください。

●広域バスの運行情報について
は、ツイッターで
も確認できます。

https://twitter.com/minamikotuhttp://kk.minami.nagano.jp

infom
ation
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　新しい生活を迎えるみなさまへ！この機会に公共交通（バス・乗合タクシー・飯田線）の利用に切り替えてみ
ませんか！
　公共交通を利用すると、待ち時間や乗車している時間がもったいないと感じるかもしれません。しかし、そん
な隙間時間をうまく活用すれば、読書したり、うたた寝したり、友達とコミュニケーションをとったりと、たく
さんのメリットがあります。またバスや電車の車窓から見える、四季を
感じられる南信州の景色も格別です。
　今回は各市町村が運行するバス等に関する情報をお届けします。
　お住まいの市町村によって、小・中・高校生や高齢者の方にお得な定
期券や回数券、無料パスなどのサービス※があります。
　この情報をきっかけに公共交通を利用してみませんか！！
※詳しくはお住まいの市町村の公共交通担当者までお問い合わせください。

●高校へ公共交通（バス・飯田線）を使って
通学するぞぉ！！
●運動不足の解消で駅まで歩いて、公共交
通（バス・飯田線）で通勤してみようかな？
●車の運転が心配になってきたので、公共
交通（バス・乗合タクシー・飯田線）での
移動に切り替えてみようかしら？

南信州

天竜峡

○
（通学・通勤）
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